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記入日 ２０１６年 １０月  ２日 

団体名(フリガナ) 

 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 とちぎユースワークカレッジ
ゆ ー す わ ー く か れ っ じ

 

団体の URL（あれば）  http://youthworkcollege.jp/ 

団体の連絡先 ●電話：０８０１３１７４８０５  ●ＦＡＸ：０２８（６６６）０７７０ 

団体住所：〒321-0345 栃木県宇都宮市大谷町２００３－３ 

報告者氏名(フリガ

ナ)と役職 

横松陽子（よこまつようこ） 役職 理事長  

助成年度   ２６・２７年度 大きなゆめ助成  ・ 小さなゆめ助成（○をつけてください） 

ゆめ基金への 

メッセージ 

小さな団体の活動にも理解をいただき、支援をしていただきましたこと、感謝いたし

ております。26 年度、27 年度と助成いただきました。助成金以上に、活動を知って

いただいたり、他団体の活動を知ったりといい機会となりました。ＮＰＯ法人は、活

動充実のためにやらなければならないことはわかっていても、マンパワー不足ででき

ないことが少なくありません。もし、可能であれば、助成金の支援のみでなく、広報

支援や積極的な運営支援など、マンパワー不足を補っていただけるような支援がある

と、とてもありがたいと思います。 

活動の様子の写真を添付してくだ

さい。 

（1～２枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な助成金の使途 

引きこもり・ニートの支援の中で、宇都宮‐日光間

40 キロを歩くプログラムを実施、半年を一区切り

とするプログラムの中でも仕上げといえる行事に必

要な消耗品や、宿泊費の補てんとして使途。 

助成金が団体に与えた影響があれば… 

26 年・27 年は、団体としても悩みの多い時期で、

少ないスタッフ、資金の中で事業継続ができるかど

うかという状況でした。助成金をいただけましたこ

とは、活動を続けるうえで、心を支えていただいた

ような印象です。活動を理解し、支援していただけ

るのであれば、継続するためにどうしたらよいかと、

踏ん張れる力となりました。また、発表の場で多く

の団体の方と交流する時間をとる中で、直接応援の

声をかけていただいたことも大きかったと思ってい

ます。ＮＰＯ法人は多くの団体が苦悩の日々を送っ

ている状況だと思います。そのため、こうした機会

は今後も継続していただければと思います。ありが

とうございました。 

 

受付番号 

（事務局記入）       
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